
アクリル酸メチルの分解度試験成績報告書

　　　　分子式04H‘02

　　　　構造式OH2＝CH
　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　C＝O
　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　O－OH5

　3．！　試験方法

　　　　　酸素消費量自動測定機

　ま2　酸素清費量測定

　　　　　ユノの記録による

　33　生分癬試験後の直接定量法

　　仏）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

　　lb）　分析試料の前処理

　　　　　　　　阪験液

　　　　　　　　　　　・自然沈降一（1時間）
　　　　　　　　　　　　（試料が揮発性の丸め遠沈せず）

∠　試　験　期　間　昭和49年8月30日～昭和’0年・Z月28日

ユ試　料　名アクリル酸メチル（試料慮K－34）
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　⑥　分析条件

　　　　全有機炭素分析計　（T　O　C計）

　　　　　流速　　丁0回路　．ZOO磁／繭

　　　　　温度　　TC炉　　860℃

　　　　ガスクロマトグラフ〔（｝0）検出器

　　　　　キャリアガス　　　N2

　　　　　充てん剤　 クロモソルブ！0／
　　　　　ガラスカラム　　　．2凧φ×0’糀

　　　　　カラム温度　　 ／¢2て1

梶　試験結果

分解度（％） 付図 付表
酸素消費量による結果 370 ／

一

TOG計による結果 ！00 2．3 ／

G　Cによる結果 ，813※ ¢～6 ．2

　　　※　アクリル酸メチルの相当ピークのみにより、分解度を

　　　　計算したため、このような値を得た。一応参考値として

　　　　示した。

ま　その他

　よノ　本物質は水系にかいて、GOのクロマトグラムに見られる

　　　ように中間生成物が確認されるが、とのものが汚泥来たむ

　　　いて検出ざれてい左いこと、TOCの結果かよび酸素吸収の

　　　パターンから、・ほ配分解されると推定される。

　よ2　中間生成物に関する確認侯、アクリル酸ブチルを代表勧

」　　として参考実験を行づた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上




